
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス基板上に樹脂層，反射層，絶縁層，透明電極および配向制御層 形成

第１の基板と、ガラス基板上に遮光層 着色層，平坦化層，透明電極 配向制御層
形成 第２の基板と、前記第１の基板と前記第２の基板との間に挟持された

液晶とを有する反射型液晶表示装置であって、
　前記樹脂層は、

反射型液晶表示装置。
【請求項２】
　
　 交互に 配置され
た 反射型液晶表示装置。
【請求項３】
　
　前記樹脂層

反射型液晶表示装置。
【請求項４】
　
　 反射型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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を順に積層 さ
れた と ， を
順に積層 された

高分子ブロック共重合体の相分離現象により得られる相分離生成パター
ンを用いて形成された紐状の凹凸パターンを有する

請求項１記載の反射型液晶表示装置において、
前記樹脂層の紐状の凹凸パターンの断面形状は、凸部と凹部が 連続して
形状である

請求項１または２記載の反射型液晶表示装置において、
の紐状の凹凸パターンの平面形状は、凸部と凹部が曲線を描き、ランダムな

方向に伸びて形成された形状である

請求項１乃至３のいずれか１項に記載の反射型液晶表示装置において、
前記樹脂層は、黒色に着色された



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に係り、特に反射型カラー表示に有効な機能を備えた液晶表示装置
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の反射型カラー液晶表示装置として、特開平 4－ 243226 号公報および特開平 10－ 1771
06号公報に示されるように、円形状で断面形状の傾斜角分布が対称な凸部あるいは凹部を
反射膜下に形成し、あらゆる方向から入射される光を、観察者の方向に集光させるように
した反射板を液晶素子内に備えた液晶表示装置が提案されている。
【０００３】
また、前記従来技術では、光の干渉を発生させないように、円形状の凸部あるいは凹部を
不規則に配置させた、微細で多数の凹凸反射面を有する反射板も開示されている。
【０００４】
さらに、特開平 10－ 177106号公報に示されるように、円形状で断面形状の傾斜角分布が非
対称な凸部あるいは凹部を反射膜下に形成し、入射光を特定の方向に集光させるようにし
た反射板を液晶素子内に備えた液晶表示装置も提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
前記従来技術は、画素電極部に対応する領域内に円形状の凸部あるいは凹部を不規則に配
置することにより光の干渉による色付きを防止するため、円形状の凸部あるいは凹部を最
密充填配置した時よりも入射光を制御するための反射要素である凸部あるいは凹部の数が
大幅に減少し、表示が暗いという課題を有していた。
【０００６】
また、前記従来技術は、円形状の凸部あるいは凹部の傾斜角分布を非対称にすることで反
射光を特定の方向に集光させるため、製作プロセスが複雑になり、微細な凸部あるいは凹
部の形状制御が難しいという課題もあった。
【０００７】
さらに、上記従来技術は、円形状の微細な凸部あるいは凹部をフォトリソグラフィ法で形
成するため、製作プロセスが複雑でその工程も多く、コスト高になるという課題も有して
いた。
【０００８】
本発明の目的は、上記課題を解決し、より良好な反射特性を有する反射板を備えた反射型
液晶表示装置およびその製造方法を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明は、ガラス基板上に凹凸を有する樹脂層と反射層が積層された構成の反射板を内蔵
する反射型液晶表示装置であって、上記目的を達成するため、１）滑らかな曲線をもつ紐
状の凸部あるいは紐状の凹部を連続、かつ交互に配置、２）滑らかな曲線をもつ紐状の凸
部を連続的に配置、３）滑らかな曲線をもつ紐状の凹部を連続的に配置すること等により
樹脂層に微小な凹凸面を形成した反射板を内蔵することを特徴とする反射型液晶表示装置
である。
【００１０】
また、本発明の反射板は紐状凸部あるいは紐状凹部が長さ方向に対して直角方向の断面形
状の傾斜角分布がほぼ左右対称で、かつ各方位において前記紐状凸部あるいは紐状凹部の
長さの総和がほぼ等しくなるように配置することにより樹脂層に微小な凹凸面を形成した
ことを特徴とする反射型液晶表示装置用内蔵反射板である。
【００１１】
さらに、本発明の反射板は紐状凸部あるいは紐状凹部が長さ方向に対して直角方向の断面
形状の傾斜角分布がほぼ左右対称で、かつ各方位において前記紐状凸部あるいは紐状凹部
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の長さの総和が異なるように配置することにより樹脂層に微小な凹凸面を形成したことを
特徴とする反射型液晶表示装置用内蔵反射板である。
【００１２】
また、本発明は、ガラス基板上に前記紐状の凸部あるいは紐状の凹部からなる微小な凹凸
面を有する樹脂層，反射層，絶縁層，透明電極、配向制御膜が積層された一方の電極基板
と、他方のガラス上に遮光層，着色層，平坦化層，透明電極，配向制御が積層された他方
の電極基板とが、液晶を介して互いの透明電極が対向するように配置された素子構造とす
ることを特徴とする反射型液晶表示装置である。
【００１３】
また、本発明は、ガラス基板上に前記紐状の凸部あるいは紐状の凹部からなる微小な凹凸
面を有する黒色顔料等が分散された樹脂層，画素に対応する部分にのみ配置された短冊状
の反射着，着色層，平坦化層，透明電極，配向制御膜が積層された一方の電極基板と、他
方のガラス基板上に透明電極，配向制御膜が積層された他方の電極基板とが、液晶を介し
て互いの透明電極が対向するように配置された素子構造とすることを特徴とする反射型液
晶表示装置である。
【００１４】
また、本発明は、前記凸部あるいは凹部からなる凹凸パターンをスピノーダル分解による
相分離パターン生成のシミュレーション手法により形成することを特徴とするものであり
、前記樹脂層を形成する際に使用するフォトマスクの遮光パターン、あるいは転写用金型
に形成される凹凸パターンのマスターパターン等に用いることを特徴とする。
【００１５】
さらに、本発明は、スピノーダル分解によるパターン生成のシミュレーション手法が、１
） Cahn-Hilliard-Cook方程式，２）時間依存 Ginzburg-Landau方程式 ,３） Cell-Dyamical-
System方程式等を用いた数値シミュレーションであることを特徴とするものである。
【００１６】
さらに、本発明の反射板形成に用いるフォトマスク用の遮光部パターンあるいは透過部パ
ターンは、スピノーダル分解のシミュレーションにより生成されたパターンか、または前
記パターンをコンピュータ等に取込んで画像処理されたパターンのいずれかであることを
特徴するものである。
【００１７】
さらに、本発明は、前記シミュレーション手法により生成されるパターンが、あらゆる方
位に対して一様な反射特性を示すものか、あるいは入射光を特定の方向に集光させるよう
な反射特性を示すものの、いずれかであることを特徴とするものである。
【００１８】
本発明の反射型液晶表示装置は、ガラス基板の一方の面に、最密充填配置が可能な前記紐
状パターンからなる滑らかな凹凸面を有する樹脂層上に形成される反射膜と、その反射膜
上に絶縁層，複数の透明電極，配向制御膜が積層されてなる反射電極基板と、他方のガラ
ス基板の一方の面に遮光層，着色層，平坦化層，複数の透明電極および配向制御膜が積層
されてなるカラーフィルタ基板と、前記反射電極基板とカラーフィルタ基板との間隙部に
封入された液晶とを備えた液晶表示素子を用いることを特徴とするものである。
【００１９】
また、本発明の反射型液晶表示素子の製造方法は、ガラス基板上に感光性樹脂を塗布する
工程，前記条件を満たす凸部あるいは凹部を有する転写用型ロールあるいは型プレート等
を用いて、紐状の凸部および凹部からなる滑らかな凹凸面を有する樹脂層を形成する工程
，前記樹脂層上に反射膜を形成する工程，前記反射膜上に絶縁層を形成する工程，前記絶
縁層上に透明電極を形成する工程，前記透明電極上に配向制御膜を形成する工程とからな
る反射電極基板と、
他方のガラス基板の一方の面に遮光層を形成する工程，前記遮光層上に着色層を形成する
工程，前記着色層上に平坦化層を形成する工程，前記平坦化層上に透明電極を形成する工
程，前記透明電極上に配向制御を形成する工程とからなる着色層基板と、
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前記反射電極基板と前記カラーフィルタ基板との間隙部に液晶を封入・封止する工程を含
むことを特徴とする前記の液晶表示素子の製造方法である。
【００２０】
さらに、本発明の反射型液晶表示装置の製造方法は、１）滑らかな曲線を有する紐状のパ
ターン、２）紐状の凸部および凹部は凸部と凹部が連続的に配置、あるいは凸部または凹
部が連続的に配置されたパターン、３）各方位における凸部および凹部の長さ成分の総和
がほぼ等しいパターン、または、各方位における凸部および凹部の長さ成分の総和が異な
るパターン、これらの条件を満たすように形成された滑らかな凹凸面を有する樹脂層が形
成されたガラス基板上に反射膜を形成した反射板を有する反射型液晶表示装置の製造方法
であって、前記反射板を構成するガラス基板の一方の面に感光性樹脂を塗布し、上記条件
を満たすようにパターンが形成された転写用型ロールあるいは型プレートを用いて前記感
光性樹脂をパターン化することにより、滑らかな凹凸面を有する樹脂層を形成する工程，
凹凸面を有する前記樹脂層を形成した基板に光照射や熱処理により滑らかな凹凸面に整形
する工程，滑らかな凹凸面を有する前記樹脂層上に反射膜を形成する工程と、前記反射膜
上に平坦化層を形成する工程，前記平坦化膜上に複数の透明電極を形成する工程，前記透
明電極上に配向制御膜を形成する工程とからなる反射電極基板と、
他方のガラス基板上に遮光層を形成する工程，前記遮光膜上に着色層を形成する工程，前
記着色層上に平坦化層を形成する工程，前記平坦化層上に複数の透明電極を形成する工程
，前記透明電極上に配向制御膜を形成する工程とからなる着色層基板とを、互いの配向制
御膜が対向するように組合わせる工程、前記反射電極基板と前記着色層基板との間隙部に
液晶を封入・封止する工程とにより液晶表示素子を作製し、
前記液晶表示素子の着色層が形成されたガラス基板の他方の面に所定の位相板と偏光板を
貼り合わせる工程、前記液晶表示素子に液晶駆動用ＩＣが搭載されたテープ・キャリア・
パッケージ（以下、ＴＣＰと称する）および駆動用外部回路とを接続する工程，前記液晶
表示素子をフレーム，ケース等に組み込む工程、を含むことを特徴とするものである。
【００２１】
また、本発明の反射型液晶表示装置の別の製造方法は、多数の微細な凸部あるいは凹部が
形成されたガラス基板上に反射膜を形成した反射板を有する反射型液晶表示装置の製造方
法であって、前記反射板を構成するガラス基板の一方の面に感光性樹脂を塗布した後、遮
光領域あるいは透過領域がほぼ一様な幅と所定の長さをもつ滑らかな曲線を有する紐状パ
ターンで、かつ各方位における前記遮光領域あるいは透過領域の長さ成分の総和がほぼ等
しくなるように、スピノーダル分解によるシミュレーションを用いてパターン形成された
遮光手段を介して、前記感光性樹脂を露光，現像した後に熱処理してパターン化すること
により、紐状の凸部および凹部が連続、かつ交互に配置された滑らかな凹凸面を有する樹
脂層を形成する工程，凹凸面を有する前記樹脂層上に反射膜を形成する工程，前記反射膜
上に平坦化層を形成する工程，前記平坦化膜上に複数の透明電極を形成する工程、とから
なる反射電極基板と、
他方のガラス基板上に遮光層を形成する工程，前記遮光膜上に着色層を形成する工程，前
記着色層上に平坦化層を形成する工程，前記平坦化層上に複数の透明電極を形成する工程
とからなるカラーフィルタ基板とを、互いの透明電極が対向するように組合わせる工程，
前記反射電極基板と該着色層基板との間隙部に液晶を封入・封止する工程とにより液晶表
示素子を作製し、
前記液晶表示素子の着色層が形成されたガラス基板の他方の面に所定の位相板と偏光板を
貼り合わせる工程，前記液晶表示素子に液晶駆動用ＩＣが搭載されたテープ・キャリア・
パッケージ（以下、ＴＣＰと称する）および駆動用外部回路とを接続する工程，前記液晶
表示素子をフレーム，ケース等に組み込む工程、により完成するものである。
【００２２】
【発明の実施の形態】
本発明の新規パターンを有する内蔵拡散反射板を備えた反射型カラー液晶表示装置の具体
的な素子構成の一例は次の通りである。
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【００２３】
（１）スピノーダル分解のシミュレーションにより、紐状の凸部，凹部のパターンを生成
する。ここで、スピノーダル分解のシミュレーションを行うための、スピノーダル分解の
モデル方程式とは数１で与えられる Cahn-Hilliard(-Cook)方程式、数２で与えられる時間
依存 Ginzburg-Landau方程式などがある。
【００２４】
【数１】
　
　
　
　
　
　
【００２５】
【数２】
　
　
　
　
　
　
　
【００２６】
また、数３に示される Cell-Dynamical-System(ＣＤＳ）によるスピノーダル分解モデル（
拡大ムーア近傍）の数値シミュレーションによってスピノダル分解を模擬したパターンを
生成することができる。
【００２７】
【数３】
　
　
　
　
　
【００２８】
これらいずれかを用いることにより１）ほぼ一様な線幅をもち、かつ滑らかな曲線を有す
る紐状の凸および凹状パターンからなり、２）紐状の凸部あるいは凹部が連続、または交
互に配置され、３）紐状の凸部および凹部の長さ方向に直角な方向の断面形状の傾斜角分
布が大略左右対称であり、４）各方位において凸部および凹部の長さの総和がほぼ等しい
か、または５）各方位において凸部および凹部の長さの総和が異なる、等の条件を満たす
多数の滑らかな凹凸パターンを形成することができる。
【００２９】
このような紐状の凸部又は凹部から構成されたパターンを転写用ロールあるいはプレート
等を用いて、ガラス基板上に塗布された感光性樹脂（膜厚：０ .５～２ .５μｍ）に前記転
写用ロール（ロール速度：０ .１～３ｍ／分）あるいはプレート等により形成された樹脂
パターンに光（波長：３６５ｎｍ，光量：５０～５００ｍｊ／ cm2），熱（５０～１５０
℃）および圧力（１～１２ kg／ cm2）を加えて、前記感光性樹脂をパターン化する工程、
あるいはガラス基板上に塗布された感光性樹脂（膜厚：０ .５～２ .５μｍ）にスピノーダ
ル分解によるパターン生成のシミュレーション手法を用いて作製した紐状パターンを遮光
パターンあるいは透過パターンとしたフォトマスクを介して露光（波長：３６５ｎｍ、光
量：５０～５００ｍｊ／ cm2  ）し、所定の現像、硬化して前記感光性樹脂をパターン化（
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幅：５～２０μｍ、高さあるいは深さ：０ .５～２ .０μｍ）する工程、
（２）パターン化された前記樹脂層上に反射膜（アルミニウム，アルミニウム合金，銀，
銀合金等の薄膜、膜厚：１００～３００ｎｍ）を形成する工程、
（３）前記反射膜上に絶縁層（アクリル系感光性樹脂あるいは非感光性樹脂，膜厚：１ .
０～３ .０μｍ）を形成する工程、
（４）前記絶縁層上に透明電極を膜付け（ＩＴＯ (Indium Tin Oxide)，膜厚：１００～３
００ｎｍ），パターニング（電極数：１９２０本，ピッチ：１００μｍ、電極々間隙：８
～２０μｍ）する工程、
（５）前記透明電極上に配向制御膜（ポリイミド，膜厚：５０～１００ｎｍ，温度：２３
０～２５０℃）を形成する工程から成る一方の電極基板と、
ガラス基板上に
（６）遮光層（黒色顔料分散型感光性樹脂，３層クロム等の低表面反射遮光膜　膜厚：０
.１～１ .２μｍ，ピッチ：１００μｍ，幅：１０～２５μｍ）を形成する工程、
（７）前記遮光層上に着色層（赤，緑，青またはシアン，マゼンタ，イエロー，顔料分散
型アクリル系感光性樹脂，膜厚：０ .５～１ .５μｍ，ピッチ：１００μｍ，幅：７５～９
０μｍ）を形成する工程、
（８）前記着色層上に平坦化膜（アクリル系感光性樹脂，膜厚：１ .０～３ .０μｍ，硬化
温度：２３０～２５０℃／１ hour）を形成する工程、
（９）前記平坦化膜上に透明電極を膜付け（ＩＴＯ (Indium Tin Oxide)，膜厚：１００～
３００ｎｍ），パターニング（電極数：２４０本，ピッチ：３００μｍ，電極々間隙：８
～２０μｍ）する工程、
（１０）前記透明電極上に配向制御膜（ポリイミド，膜厚：５０～１５０ｎｍ，硬化温度
：２３０～２５０℃）を形成する工程、から成るもう一方の電極基板とを、
（１１）互いの配向制御膜面が対向するようにスペーサ材（ポリマビーズ，シリカビーズ
，ガラスファイバ，粒径：６μｍ）を介して組合わせ、両電極基板周辺をシール材（エポ
キシ樹脂中に上記スペーサ材を分散したもの）で接着，シールする工程、
（１２）両電極基板間に液晶を封入，封止する工程、により液晶表示素子を作成する。
【００３０】
そして、
（１３）前記液晶表示素子の反射板が形成されていない方のガラス基板に所定の位相板と
偏光板を貼り合わせる工程、
（１４）前記液晶表示素子に液晶駆動用ＩＣが搭載されたテープ・キャリア・パッケージ
（以下、ＴＣＰと称する）および駆動用外部回路とを接続する工程、
（１５）前記液晶表示素子をフレーム，ケース等に組み込む工程、
により本発明の液晶表示装置が完成する。
【００３１】
本発明によれば、あらゆる方向から入射される光あるいは特定の方向から入射される光を
、できるだけ多く観察者側に反射させるための紐状の凸部および凹部が画素電極に対応す
る部分に、紐状の凸部あるいは紐状の凹部が最も密になるように配置された滑らかな凹凸
面を有する反射板を内蔵しているので、明るい表示の反射型液晶表示装置が提供できる。
【００３２】
また、本発明によれば、前記凸部および凹部からなる紐状の凹凸パターンを形成する転写
用ロール，プレートあるいはフォトマスク等の原パターンとして、高分子ブロック重合体
等の相分離現象で知られるスピノーダル分解を解析するためのコンピュータシミュレーシ
ョン手法により得られる相分離生成パターンを用いるため、不規則な配列パターンで、か
つ紐状の凸部あるいは紐状の凹部が最も密に配置できるパターンを有する明るい表示が得
られる低価格の反射型液晶表示装置が提供できる。
【００３３】
さらに、本発明によれば、コンピュータ・シミュレーションにより任意に制御できる紐状
パターンを前記転写ロールやプレートの金型あるいはフォトマスクパターンとして使用す
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るため、凸部および凹部の断面形状を変えずに、各方位における紐状凸部あるいは凹部の
長さ成分の配置比率を制御することにより、反射光を特定方向に集光させる等の反射特性
制御が容易に行え、所望の反射特性を有する反射型液晶表示装置および反射板が提供でき
る。
【００３４】
さらにまた、コンピュータ・シミュレーションにより得た相分離生成パターンをコンピュ
ータに取込み、画像処理を施してパターン補正することにより、転写法あるいはフォトリ
ソ法等の形成法に最も適したフォトマスクや転写金型が容易に形成できるため、あらゆる
方向からの入射光をより観察者側に集光させることができだけでなく、画像を劣化させる
正反射光成分（平坦な領域から反射される光成分）が少なく、より明るい表示が得られる
反射型液晶表示装置および反射板が提供できる。
【００３５】
次に、本発明の実施に好適な反射型液晶表示装置について説明する。本発明では、表示規
模６４０×２４０ドット（画素ピッチ：０ .３ mm×０ .３ mm，画素サイズ：０ .２８８ mm×
０ .２８８ mm，画面対角サイズ：８ .１インチ )の１／２ＶＧＡ対応ハンド・ヘルドタイプ
・パーソナル・コンピュータ（以下、ハンド・ヘルドＰＣと称する）や屋外用途に使用さ
れる反射型スーパー・ツイステッド・ネマチック・カラー液晶表示装置（以下、反射型Ｓ
ＴＮカラー液晶表示装置と称する）を主に説明する。
【００３６】
ただし、本発明は液晶の駆動方式には依存するものではないので、アクティブ・アドレッ
シング方式，パッシブ方式のいずれも適応でき、ＳＴＮ液晶表示方式に限定されるもので
はない。
【００３７】
［実施例］
〔実施例　１〕
本発明の反射型液晶表示装置は、拡散反射板の下地層となる樹脂層に紐状の凹凸パターン
を形成することによって、光の干渉による色付きのない、明るい画像が得られるようにし
たものである。
【００３８】
図１（ａ）は、拡散反射板の下地層となる樹脂層に紐状の凹凸パターンを形成するための
フォトマスクパターンであり、黒の部分（遮光部）が凸部あるいは凹部になる部分である
。ただし、使用する樹脂層の材料によっては同パターンにおいて黒の部分と白の部分を反
転させる必要がある。図１（ｂ）は、図１（ａ）のフォトマスクパターンで生成した樹脂
層を示したものである。
【００３９】
図２は図１（ｂ）に示した紐状の凹凸パターンが形成された樹脂層をａ１－
ａ２で切断し、その断面の一部を示したものである。図２（ａ）は紐状の凸部と紐状の凹
部が交互に連続して配置されたパターンを示し、図２（ｂ）は紐状の凸部が連続的に配置
されたパターンを示し、図２（ｃ）は紐状凹部が連続的に配置されたパターンを示したも
のである。ここで、ｄ０，ｄ１，ｄ２は凸部又は凹部の長さであり、ｈは凸部の高さ又は
凹部の深さを示している。ｄ１は、凸部又は凹部のパターンとａ１－ａ２とが直角に交わ
っている部分の長さを示したものであり、これは紐状の凸部，凹部の幅に相当する。つま
り、図２（ｂ）は長さｄ１，高さｈの放物線を描く凸状又は凹状のものが連続して配置さ
れたパターンであることを意味している。尚、材質によっては全ての幅を完全に一定とす
ることができない場合があるが、ほぼ一定であれば本発明の効果を得ることができる。
【００４０】
本発明の樹脂層に形成される紐状の凸パターン，凹パターン又は凹凸パターンの特徴につ
いて説明する。
【００４１】
入射光は、紐状パターンの凸部又は凹部の形状を反映するので、傾斜角分布がほぼ左右対
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称の放物線を描く場合には、反射光の強度分布は基板法線に対して左右対称となる。従っ
て、左右非対象とすれば、光の強度分布を左右非対象とすることができ光の強度分布に方
向性を持たせることができる。
【００４２】
また、図１（ｂ）で示した光の強度分布の総和は、図２で示した凸部又は凹部の長さ、ｄ
０，ｄ１，ｄ２に依存する。従って、図１ (ｂ）で示した横方向 (ｂ１の方向）の凸部又は
凹部の長さの総和と、縦方向（ｂ２の方向）の凸部又は凹部の長さの総和とが同じ場合、
横方向と縦方向の光の強度分布の総和が等しくなる。つまり、縦方向と横方向での明るさ
が等しくなる。また、横方向 (ｂ１の方向 )の凸部又は凹部の長さの総和より、縦方向（ｂ
２の方向）の凸部又は凹部の長さの総和が長い場合には、横方向の光の強度分布の総和が
縦方向の光の強度分布の総和より大きくなる。つまり、横方向が縦方向より明るくなる。
これは斜め方向（ｂ３，ｂ４の方向）についても同様に、凸部又は凹部の長さにより明る
さを同じくしたり、変えることができる。また、図２に示した線は凹部と凹部，凸部と凸
部，凹部と凸部の境界である。したがってこの境界の数の縦と横の比率が同じであれば、
縦方向と横方向での明るさが等しくなる。
【００４３】
また、紐状のパターンの凸部，凹部が同じ方向に直線的（平行）に伸びると光の干渉によ
り明るさが低減する。そこで、図１（ｂ）に示す紐状のパターンの凸部，凹部は、曲線を
描いて伸びるように構成されている。つまり、凸部，凹部の平行する直線の部分を少なく
することによって光の干渉を低減している。最も望ましいのは、それぞれの凸部，凹部が
曲線を描き、ランダムな方向（無秩序）に伸びている構成である。この場合、光の干渉が
最も少なくなる。
【００４４】
また、図２（ａ )， (ｂ )， (ｃ）に示したように凸部，凹部が連続して続くように、凸部，
凹部を隣り合わせるようにすることで、凸部と凹部の間、凸部と凸部の間、凹部と凹部の
間の平坦な部分をなくすことができる。これにより、不要な光成分である正反射光となる
平坦な部分をなくすことができるだけでなく、入射光を観察者方向に効率よく集光できる
ので、明るい反射板にすることができる。尚、平坦部分がないように凸部又は凹部を連続
して構成した場合、凸部又は凹部が最も密に配置されていることになるので、以下、この
ような状態を最密充填配置という。
【００４５】
本実施例では、紐状凸部あるいは紐状凹部の幅に相当する長さｄを５～２０μｍの範囲、
より好ましくは８～１５μｍの範囲と、紐状凸部あるいは紐状凹部の高さおよび深さｈを
０ .５～２ .０μｍの範囲、より好ましくは０ .８～１ .５μｍの範囲とした。
【００４６】
次に、本発明の反射型液晶表示装置に用いた液晶表示素子および液晶表示装置の実施例の
断面構造を図３，図４に示す。図３は液晶表示素子の断面構造であり、図４は液晶表示装
置の断面構造を示したものである。図３に示すように、液晶表示素子の一方の電極基板は
ガラス基板１０ (ソーダガラス，板厚：０ .７ mm）上に紐状の凸部あるいは紐状の凹部から
なる多数の凹凸面を有する樹脂層１３（アクリル系，膜厚：１ .５μｍ  、凸部または凹部
の幅：１３μｍ、凸部または凹部の高さ：１ .０μｍ )，反射膜１４（アルミニウム，膜厚
：１００ｎｍ），絶縁層１５（アクリル系，膜厚：２ .０μｍ），透明電極１６ (ＩＴＯ膜
，膜厚：２６０ｎｍ，電極数：１９２０本，電極ピッチ：１００μｍ，電極幅：８８μｍ
，電極間隙：１２μｍ），配向制御膜１７（ポリイミド，膜厚：１００ｎｍ）を積層して
構成している。また、他方の電極基板はガラス基板２０（ソーダガラス，板厚：０ .７ mm
）上に遮光層２１（３層クロム，膜厚：０ .１μｍ，幅：１２μｍ，顔料ブラック，膜厚
：０ .６μｍ，幅：１２μｍ），着色層２２，２３，２４ (顔料タイプ，膜厚：１ .２μｍ
、幅：１００μｍ )，平坦化膜２５（アクリル系，膜厚：２ .０μｍ )，透明電極２６（Ｉ
ＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ，電極数：２４０本，電極ピッチ：３００μｍ，電極幅：２８
８μｍ，電極間隙：１２μｍ），配向制御膜２７（ポリイミド、膜厚：１００ｎｍ）を積
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層して構成している。そしてこれらの電極基板をポリマービーズのスペーサ材３０（粒径
：６μｍ）を介して配置し、ガラス基板１０，２０の間に、液晶３１（シアノＰＣＨおよ
びトラン誘導体からなる液晶組成物，液晶厚み：６μｍ，ツイスト角：２５０°）を封入
している。また、一方のガラス基板２０上に所定の位相板３３，３４および偏光板３２を
配置して反射型カラー液晶表示素子を構成している。同図４に示すように、液晶表示素子
４０に液晶駆動用ＩＣを搭載したテープ・キャリア・パッケージ４１および駆動用外部回
路４２とを配置し反射型カラー液晶表示装置を構成している。
【００４７】
本実施例によれば、あらゆる方向から入射する光を観察者方向に集光させるための反射要
素を紐状の凸部あるいは紐状の凹部とすることにより、紐状凸部あるいは紐状凹部が画素
部に対応する領域に無秩序、かつ最密充填配置された反射板を内蔵する反射型カラー液晶
表示素子が製作できるので、光の干渉がなく、明るい表示が得られる反射型カラー液晶表
示装置が提供できる。
【００４８】
また、本実施例によれば、紐状凸部あるいは紐状凹部からなる微小な凹凸パターンを形成
するためのフォトマスクパターンあるいは転写パターンを高分子ブロック共重合体等の相
分離現象で知られるスピノーダル分解を解析するためのコンピュータ・シミュレーション
手法で作製することにより、紐状凸部あるいは紐状凹部の配列が任意に制御できるので照
明環境に適した反射型カラー液晶表示素子が製作でき、光の干渉がなく、より明るい表示
が得られる反射型カラー液晶表示装置が提供できる。
【００４９】
さらに、本実施例によれば、転写ロール，転写プレートあるいはベースフィルム上に紐状
の凹部からなる微小な凹凸面を有する樹脂層が積層された転写フィルム等の転写法で、紐
状の凸部あるいは紐状の凹部からなる微小な凹凸面を有する樹脂層を形成することにより
、低コストで反射型カラー液晶表示素子が製作できるので、低価格の反射型カラー液晶表
示装置が提供できる。
【００５０】
なお、以下の実施例で共通することであるが、本発明ではスピノーダル分解を解析するた
めのコンピュータ・シミュレーション手法を用いて紐状の凸部あるいは紐状の凹部パター
ンを作製したが、高分子，液晶及びコロイド等の温度や圧力等の環境条件を制御し、相転
移あるいは相分離等の現象を誘起させることにより直接パターンを作製してもよい。
【００５１】
また、本実施例では紐状凸部あるいは紐状凹部の幅を１３μｍとしたが、本発明はこの幅
に限定されるものではない。さらに、本実施例では紐状凸部あるいは紐状凹部の幅を１３
μｍ一種類としたが、本発明は異なる幅を有する複数の紐状凸部あるいは紐状凹部で構成
してもよい。これも、以下の実施例においても共通することであり、このように異なる幅
で構成することにより、角度に対する強度分布を変えることができ、広範囲で明るく表示
することができる。
【００５２】
〔実施例　２〕
本発明の別の液晶表示素子の断面構造を図５に示す。同図に示すように、液晶表示素子の
一方の電極基板はガラス基板１０ (ソーダガラス，板厚：０ .７ mm）上に紐状の凸部あるい
は凹部からなる多数の凹凸面を有する遮光機能を付与した樹脂層１３（光吸収材：黒色顔
料，母材：感光性アクリル樹脂，膜厚：０ .６μｍ ,凸部または凹部の幅：１３μｍ，凸部
または凹部の高さ：１ .０μｍ )，画素部に対応する部分にのみ配置された反射膜１４（ア
ルミニウム，膜厚：１００ｎｍ，サイズ：８８μｍ×２８８μｍ），絶縁層１５ (アクリ
ル系，膜厚：２ .０μｍ），透明電極１６（ＩＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ，電極数：１９
２０本，電極ピッチ：１００μｍ，電極幅：９２μｍ，電極間隙：８μｍ），配向制御膜
１７（ポリイミド，膜厚：１００ｎｍ）を積層して構成している。また、他方の電極基板
は、ガラス基板２０（ソーダガラス，板厚：０ .７ mm)上に赤，緑および青（シアン，マジ
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ェンタおよびイエローでも可）からなる着色層２２，２３，２４（顔料，膜厚：１ .２μ
ｍ，幅：１００μｍ )，平坦化膜２５ (アクリル系，膜厚：２ .０μｍ），透明電極２６（
ＩＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ，電極数：２４０本，電極ピッチ：３００μｍ，電極幅：２
９２μｍ，電極間隙：８μｍ），配向制御膜２７（ポリイミド，膜厚：１００ｎｍ）を積
層して構成している。そして、この２つの電極基板をポリマービーズのスペーサ材３０（
粒径：６μｍ）を介して配置し、ガラス基板１０，２０の間に、液晶３１（シアノＰＣＨ
およびトラン誘導体からなる液晶組成物、液晶厚み：６μｍ，ツイスト角：２５０°）を
封入している。また、一方の電極基板のガラス基板２０上に所定の位相板３３，３４およ
び偏光板３２を配置して反射型カラー液晶表示素子を構成している。
【００５３】
図４は、このように構成した液晶表示素子４０に液晶駆動用ＩＣを搭載したテープ・キャ
リア・パッケージ４１および駆動用外部回路４２とを配置した反射型カラー液晶表示装置
を示している。
【００５４】
本実施例によれば、紐状の凸部あるいは紐状の凹部からなる微少な凹凸面を有する樹脂層
１３に黒色顔料等を分散させ、かつ反射膜１４を短冊状にパターニングして画素電極に対
応する部分にのみ配置することで反射電極基板に遮光機能を付与させることにより、対向
基板には着色層２３，２４，２５のみを配置した構造の液晶厚みが均一な反射型カラー液
晶表示素子が作製できるので、明るく、高コントラストの表示が得られる反射型カラー液
晶表示装置が提供できる。
【００５５】
また、本実施例によれば、開口率を左右するパターニング処理をパターニング性のよい金
属反射膜１４と透明電極１６，２６のみにすることにより、高開口率の反射型カラー液晶
表示素子が製作でき、明るく、高コントラストの表示が得られる反射型カラー液晶表示装
置が提供できる。
【００５６】
さらに、本実施例によれば、着色層２２，２３，２４を三色同時印刷法を用いて形成する
ことにより、低コストで反射型カラー液晶表示素子が製作でき、明るく、高コントラスト
の画像が得られる低コストの反射型カラー液晶表示装置が提供できる。
【００５７】
〔実施例　３〕
本発明のさらに別の液晶表示素子の断面構造を図６に示す。同図に示すように、液晶表示
素子の一方の電極基板は、ガラス基板１０（ソーダガラス，板厚：　０ .７ mm)上に紐状の
凸部あるいは凹部からなる多数の凹凸面を有する樹脂層１３ (光吸収材：黒色顔料，母材
：感光性アクリル樹脂，膜厚：０ .６μｍ，凸部または凹部の幅：１３μｍ，凸部または
凹部の高さ：１ .０μｍ )，画素部に対応する部分にのみ配置された反射膜１４（アルミニ
ウム，膜厚：１００ｎｍ，サイズ：８８μｍ×２８８μｍ），赤，緑および青（シアン，
マジェンタおよびイエローでも可）からなる着色層２２，２３，２４ (顔料，膜厚：１ .２
μｍ，幅：１００μｍ），平坦化膜２５ (アクリル系，膜厚：２ .０μｍ），透明電極１６
（ＩＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ，電極数：２４０本，電極ピッチ：３００μｍ，電極幅：
２９２μｍ，電極間隙：８μｍ），配向制御膜２７（ポリイミド，膜厚：１００ｎｍ）を
積層して構成している。また、他方の電極基板は、ガラス基板２０（ソーダガラス，板厚
：０ .７ mm）上に透明電極１６（ＩＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ ,電極数：１９２０本，電極
ピッチ：１００μｍ，電極幅：９２μｍ，電極間隙：８μｍ )，配向制御膜１７ (ポリイミ
ド，膜厚：１００ｎｍ）を積層して構成している。そしてこれらの電極基板を、ポリマー
ビーズのスペーサ材３０（粒径：６μｍ）を介して配置し、ガラス基板１０，２０の間に
、液晶３１（シアノＰＣＨおよびトラン誘導体からなる液晶組成物，液晶厚み：６μｍ，
ツイスト角：　　２５０°）を封入する。また、液晶表示素子の一方の電極基板のガラス
基板２０上に所定の位相板３３，３４および偏光板３２を配置して反射型カラー液晶表示
素子を構成する。そして、図４に示すように、液晶表示素子４０に液晶駆動用ＩＣを搭載
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したテープ・キャリア・パッケージ４１および駆動用外部回路４２とを配置して反射型カ
ラー液晶表示装置を構成する。
【００５８】
本実施例によれば、紐状の凸部あるいは紐状の凹部からなる微少な凹凸面を有する樹脂層
１３に黒色顔料等を分散し、かつ反射膜１４を短冊状にパターニングして画素電極に対応
する部分にのみ配置することで樹脂層１３に遮光層の機能を付与し、さらに前記反射膜１
４上に着色層２２，２３，２４を積層することにより、反射膜１４と透明電極１６間に配
置する絶縁層および遮光層が除去できるので、高開口率の反射型カラー液晶表示素子が製
作でき、明るく、高コントラスト表示が得られる反射型カラー液晶表示装置が提供できる
。
【００５９】
また、本実施例によれば、一方のガラス基板に樹脂層１３，反射膜１４および着色層２２
，２３，２４を集約させることにより、他方のガラス基板には精細度の高い信号電極をガ
ラス基板上に直接形成できるので、液晶表示素子の製作歩留まりを向上する効果がある。
【００６０】
さらに、駆動用ＩＣが搭載されたＴＣＰの実装、並びに、修正も容易で、液晶素子の製作
歩留まりを向上する効果もある。
【００６１】
さらにまた、本実施例によれば、着色層２２，２３，の形成に三色同時印刷法を用いて重
合せ印刷をすることにより着色層表面の段差が解消できるだけでなく、低コストで反射型
カラー液晶表示素子ができ、明るく、高コントラストの画像が得られる低価格の反射型カ
ラー液晶表示装置が提供できる。
【００６２】
なお、本実施例では着色層２２，２３，２４上に平坦化膜２５を配置したが、前述した三
色同時印刷法等を用いて重合せ印刷をすることにより、着色層２２，２３，２４に平坦化
機能を付与することができるので、平坦化膜２５のない反射型カラー液晶表示素子が製作
でき、明るく、高コントラスト表示が得られる低価格の反射型カラー液晶表示装置が提供
できる。
【００６３】
〔実施例　４〕
本発明のさらに別の液晶表示素子の断面構造を図７に示す。同図に示すように、液晶表示
素子の電極基板は、ガラス基板１０（ソーダガラス，板厚：０ .７ mm)上に紐状の凸部ある
いは凹部からなる多数の凹凸面を有する樹脂層１３（光吸収材：黒色顔料，母材：感光性
アクリル樹脂，膜厚：０ .６μｍ  ，凸部または凹部の幅：１３μｍ，凸部または凹部の高
さ：１ .０μｍ )，画素部に対応する部分にのみ配置された反射膜１４（銀，膜厚：１００
ｎｍ），遮光層３５（硫化処理により黒化，ピッチ：１００μｍ×３００μｍ，幅：１２
μｍ），赤，緑および青（シアン，マジェンタおよびイエローでも可）からなる着色層２
２，２３，２４（顔料，膜厚：１ .２μｍ，幅：１００μｍ )，透明電極１６（ＩＴＯ膜，
膜厚：２６０ｎｍ，電極数：２４０本，電極ピッチ：３００μｍ，電極幅：２９２μｍ，
電極間隙：８μｍ），配向制御膜２７（ポリイミド，膜厚：１００ｎｍ）を積層して構成
する。また、他方の電極基板を、ガラス基板２０（ソーダガラス，板厚：０ .７ mm）上に
透明電極１６ (ＩＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ，電極数： 1920本，電極ピッチ：１００μｍ
，電極幅：９２μｍ，電極間隙：８μｍ），配向制御膜１７（ポリイミド，膜厚：１００
ｎｍ）を積層して構成する。そしてこれらの電極基板を、ポリマービーズのスペーサ材３
０（粒径：６μｍ）を介して配置し、ガラス基板間々隙部に、液晶３１（シアノＰＣＨお
よびトラン誘導体からなる液晶組成物，液晶厚み：６μｍ，ツイスト角：２５０°）を封
入する。また電極基板のガラス基板２０上に所定の位相板３３，３４および偏光板３２を
配置して反射型カラー液晶表示素子を構成する。図４に示すように、液晶表示素子４０に
液晶駆動用ＩＣを搭載したテープ・キャリア・パッケージ４１および駆動用外部回路４２
とを配置し反射型カラー液晶表示装置を構成する。
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【００６４】
本実施例によれば、紐状の凸部あるいは紐状の凹部からなる微少な凹凸面を有する樹脂層
１３上に形成される反射膜１４をパターニングせずに、硫化処理等により遮光部（ブラッ
クマトリクス部）に対応する反射膜部３５のみを黒化することにより、反射膜に段差を発
生させずに遮光機能を付与できるので、着色層２２，２３，２４表面が平坦な反射型カラ
ー液晶表示素子が製作できるので、明るく、高コントラストの表示が得られる反射型カラ
ー液晶表示装置が提供できる。
【００６５】
また、本実施例によれば、反射膜をパターニングせずに、反射膜１４の一部分を黒化処理
によりマトリクス状遮光層３５を形成するため、高開口率の反射型カラー液晶表示素子が
製作でき、明るく，高コントラストの表示が得られる反射型カラー液晶表示装置が提供で
きる。
【００６６】
さらに、本実施例によれば、一方のガラス基板に樹脂層１３，反射膜１４および着色層２
２，２３，２４を集約させることにより、他方のガラス基板には精細度の高い透明電極１
６をガラス基板上に直接形成できるので、液晶表示素子の製作歩留まりを向上する効果が
ある。
【００６７】
さらにまた、駆動用ＩＣが搭載されたＴＣＰの実装、並びに、修正も容易で、液晶素子の
製作歩留まりを向上する効果もある。
【００６８】
なお、本実施例によれば、着色層２２，２３を三色同時印刷法を用いて重合せ印刷をする
ことにより着色層表面の段差が解消できるだけでなく、低コストで反射型カラー液晶表示
素子ができるので、明るく、高コントラストの表示が得られる低価格の反射型カラー液晶
表示装置が提供できる。
【００６９】
〔実施例　５〕
次に、本発明の反射型液晶表示素子および反射型液晶表示装置の製法を図８の模式断面図
に基づき説明する。工程（ａ）：紐状の凹凸部が表面に形成された支持体となる高分子の
ベースフィルム１２（ポリエチレンテレフタレート，膜厚：５０μｍ，凹部ピッチ：およ
そ１３μｍ，凹部深さ：１ .０μｍ )上に黒色顔料が分散されたアクリル樹脂からなる樹脂
層１３（エポキシ系樹脂あるいはイミド系樹脂でも可、または、樹脂層は感光性あるいは
非感光性いずれも可）を塗布 (膜厚：１ .５μｍ )，乾燥後、樹脂層１３上に保護フィルム
（図示せず、ポリエチレン，膜厚：６μｍ）を設けた転写フィルムを用意する。
【００７０】
上記転写フィルム１１をガラス基板１０ (ソーダガラス，板厚：０ .７ mm）にロールラミネ
ータ１８（基板温度：１００℃，ロール温度：１００℃，ロール圧力：６ kg／ cm2，送り
速度：０ .５ｍ／分）を用いて転写し、次いで本硬化（２４０℃／３０分）を行い、高分
子のベースフィルム１２を剥がして多数の凹凸部を有する樹脂層１３を形成する。
【００７１】
工程（ｂ）：多数の凹凸部を有する樹脂層１３上にアルミニウムの反射膜１４（銀でも可
，膜厚：１００ｎｍ）を形成する。
【００７２】
工程（ｃ）：前記反射膜１４上に感光性樹脂１９（感光性樹脂は非感光性樹脂でも可，膜
厚：１ .５μｍ )を塗布後、フォトマスク２８を用いて前記感光性樹脂１９に紫外線２９を
露光する。
【００７３】
工程（ｄ）：前記感光性樹脂１９および前記反射膜１４を所定の現像条件で現像して、短
冊状の反射膜１４（アルミニウム，膜厚：１００ｎｍ，サイズ： 288μｍ×８８μｍ，間
隙：１２μｍ）を形成し、さらに前記短冊状反射膜１４上に絶縁層１５（アクリル系樹脂
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），透明電極１６（ＩＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ，電極数：６４０本，電極ピッチ：１０
０μｍ，電極幅：８８μｍ，電極間々隙：１２μｍの信号電極），配向制御膜１７（ポリ
イミド，膜厚：７００ｎｍ）を形成した一方の電極基板と
工程（ｅ）：一方他方のガラス基板（ソーダガラス，板厚：０ .７ mm)上に感光性樹脂の着
色層２２を塗布した後、感光性樹脂の着色層２２にカラーフィルタ用フォトマスク２８を
介して紫外線２９を露光する。
【００７４】
工程（ｆ）：前記感光性着色樹脂層２１を所定の現像条件で現像して、赤，緑および青（
イエロー，シアンおよびマゼンタでも可）のいずれかの着色層２２を形成する。
【００７５】
工程（ｇ）：前記着色層２２と同様の工程を繰り返すことにより、着色層２３および２４
を形成する。
【００７６】
工程（ｈ）：前記着色層２２，２３，２４上に平坦化膜２５（感光性樹脂あるいは非感光
性樹脂でも可，膜厚：２ .５μｍ )を形成後、透明電極２６（ＩＴＯ , 膜厚：２６０ｎｍ，
電極数：２４０本，電極ピッチ：３００μｍ，電極幅： 288μｍ，電極間々隙：１２μｍ
の走査電極）、および配向制御膜２７（ポリイミド，膜厚：７０ｎｍ）を形成する。
【００７７】
工程（ｉ）：上記（ａ )～ (ｄ）により形成した一方の電極基板と、上記（ｅ）～（ｉ）に
より形成した他方の電極基板とを、互いの透明電極１６，２６が対向するように配置し、
液晶３１の厚みに相当するポリマビーズのスペーサ材３０　（粒径：６μｍ）を介して組
合わせる。
【００７８】
次いで、基板周辺に形成されたエポキシ樹脂にポリマビーズ（シリカビーズ等も使用可）
が配合されたシール材で両電極基板をシールし、該電極基板間隙に液晶３１（シアノＰＣ
Ｈおよびトラン誘導体からからなる液晶組成物，屈折率異方性△ｎ：０ .１３３，ツイス
ト角：２５０° )封入，封止（感光性アクリル樹脂または感光性エポキシ樹脂）すること
により反射型カラー液晶表示素子を作製した。
【００７９】
さらに、図４に示すように、前記反射型カラー液晶表示素子４０のガラス基板２０上に所
定の位相板３３，３４，偏光板３２を配置して反射型カラー液晶表示素子を作製した。
【００８０】
さらに、また、図４に示すように、前記反射型カラー液晶表示素子４０に液晶駆動用ＩＣ
を搭載したテープ・キャリア・パッケージ４１や駆動用外部回路４２を実装して反射型カ
ラー液晶表示装置を作製した。
【００８１】
〔実施例　６〕
次に、本発明の別の反射型液晶表示素子および反射型液晶表示装置の製法を図９の模式断
面図に基づき説明する。工程（ａ）：紐状の凹凸部が表面に形成された支持体となる高分
子のレジストフィルム１２（ポリエチレンテレフタレート，膜厚：５０μｍ，凹部ピッチ
：およそ１３μｍ，凹部深さ：１ .０μｍ )上に黒色顔料が分散されたアクリル樹脂からな
る樹脂層１３（エポキシ系樹脂あるいはイミド系樹脂でも可、または、樹脂層は感光性あ
るいは非感光性いずれも可）を塗布 (膜厚：１ .５μｍ），乾燥後、樹脂層１３上に保護フ
ィルム（図示せず、ポリエチレン，膜厚：６μｍ）を設けた転写フィルムを用意する。
【００８２】
上記転写フィルム１１をガラス基板１０ (ソーダガラス，板厚：０ .７ mm）にロールラミネ
ータ１８（基板温度：１００℃，ロール温度：１００℃，ロール圧力：６ kg／ cm2，送り
速度：０ .５ｍ／分）を用いて転写し、次いで本硬化（２４０℃／３０分）を行い、高分
子のレジストフィルム１２を剥がして多数の凹凸部を有する樹脂層１３を形成する。
【００８３】
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工程（ｂ）：多数の凹凸部を有する樹脂層１３上にアルミニウムの反射膜１４（銀でも可
，膜厚：１００ｎｍ）を形成する。
【００８４】
工程（ｃ）：前記反射膜１４上に感光性樹脂１９（感光性樹脂は非感光性樹脂でも可、膜
厚：１ .５μｍ )を塗布後、フォトマスク２８を用いて前記感光性樹脂１９に紫外線２９を
露光する。
【００８５】
工程（ｄ）：前記感光性樹脂１９および前記反射膜１４を所定の現像条件で現像して、短
冊状の反射膜１４（アルミニウム，膜厚：１００ｎｍ，サイズ： 288μｍ×８８μｍ，間
隙：１２μｍ）を形成し、さらに前記短冊状反射膜１４上に絶縁層１５（アクリル系樹脂
），透明電極１６（ＩＴＯ膜，膜厚：２６０ｎｍ，電極数：６４０本，電極ピッチ：１０
０μｍ，電極幅：８８μｍ，電極間々隙：１２μｍの信号電極），配向制御膜１７（ポリ
イミド，膜厚：７００ｎｍ）を形成した一方の電極基板と
工程（ｅ）：一方他方のガラス基板（ソーダガラス，板厚：０ .７ mm)上に感光性樹脂の着
色層２２を塗布した後、感光性樹脂の着色層２２に着色層用フォトマスク２８を介して紫
外線２９を露光する。
【００８６】
工程（ｆ）：前記感光性樹脂の遮光層２１を所定の現像条件で現像して、赤，緑および青
（イエロー，シアンおよびマゼンタでも可）のいずれかの着色層２２を形成する。
【００８７】
工程（ｇ）：前記着色層２２と同様の工程を繰り返すことにより、着色層２３および２４
を形成する。
【００８８】
工程（ｈ）：前記着色層２２，２３，２４上に平坦化膜２５（感光性樹脂あるいは非感光
性樹脂でも可，膜厚：２ .５μｍ）を形成後、透明電極２６（ＩＴＯ ,膜厚：２６０ｎｍ，
電極数：２４０本，電極ピッチ：３００μｍ，電極幅： 288μｍ，電極間々隙：１２μｍ
の走査電極）、および配向制御膜２７（ポリイミド，膜厚：７０ｎｍ）を形成する。
【００８９】
工程（ｉ）：上記（ａ )～ (ｄ）により形成した一方の電極基板と、上記（ｅ）～（ｉ）に
より形成した他方の電極基板とを、互いの透明電極１６，２６が対向するように配置し、
液晶３１の厚みに相当するポリマビーズのスペーサ材３０　（粒径：６μｍ）を介して組
合わせる。
【００９０】
次いで、基板周辺に形成されたエポキシ樹脂にポリマビーズ（シリカビーズ等も使用可）
が配合されたシール材で両電極基板をシールし、該電極基板間隙に液晶３１（シアノＰＣ
Ｈおよびトラン誘導体からからなる液晶組成物，屈折率異方性△ｎ：０ .１３３，ツイス
ト角：２５０° )封入，封止（感光性アクリル樹脂または感光性エポキシ樹脂）すること
により反射型カラー液晶表示素子を作製した。
【００９１】
さらに、図４に示すように、前記反射型カラー液晶表示素子４０のガラス基板２０上に所
定の位相板３３，３４，偏光板３２を配置して反射型カラー液晶表示素子を作製した。
【００９２】
さらに、また、図４に示すように、前記反射型カラー液晶表示素子４０に液晶駆動用ＩＣ
を搭載したテープ・キャリア・パッケージ４１や駆動用外部回路４２を実装して反射型カ
ラー液晶表示装置を作製した。
【００９３】
なお、本実施例では紐状の凸部あるいは紐状の凹部による微小な凹凸面を有する樹脂層を
低コスト化に有利な転写法により形成したが、印刷方式やフォトリソグラフィ法等で形成
しても同様のものが得られる。本発明は紐状のパターンで微小な凹凸面を形成することが
特徴であり、製法には限定されない。
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【００９４】
また、本実施例では反射膜として膜厚が１００ｎｍのアルミニウム膜，遮光膜として膜厚
が１００ｎｍのクロム膜を形成したが、反射膜および遮光膜の材料等は、目的に応じて選
択することができる。
【００９５】
さらに、前記平坦化膜２５の採用は目的に合わせて任意である。例えば、有効表示領域に
のみ形成すれば、液晶駆動用ＩＣが搭載されたＴＣＰ実装がより有利になる。
【００９６】
このように、紐状の凸部および凹部からなる無秩序に配置された滑らかな凹凸反射面を有
する反射板を内蔵することにより、入射する光を観察者側に集光させるための凸部および
凹部を所定の領域内に最も密になるように配置することができるので、光の干渉による色
付きのない、明るい画像が得られる反射型液晶表示装置が提供できる。
【００９７】
また、紐状の凸部あるいは凹部が連続でかつ無秩序に配置、または紐状の凸部と凹部が交
互でかつ無秩序に配置された滑らかな凹凸反射面を有する反射板を内蔵することにより、
あらゆる方向から入射する光を観察者方向に集光させることができるだけでなく、正反射
光成分を発生させる平坦な部分を少なくできる構造なので、光の干渉による色付きのない
、明るい画像が得られる反射型液晶表示装置が提供できる。尚、平坦化を考えた場合は、
紐状の凸部あるいは凹部が連続でかつ無秩序に配置した場合の方が、凸部あるいは凹部の
いずれか一方の高さを考えればよいので、凸部と凹部が交互でかつ無秩序に配置した場合
よりも良い。また、紐状の凸部あるいは凹部が連続でかつ無秩序に配置した場合より、凸
部と凹部が交互でかつ無秩序に配置した場合の方が正反射光成分を発生させる平坦な部分
が少なくなる可能性がある。
【００９８】
また、各方位における紐状凸部あるいは紐状凹部の長さ成分がほぼ等しくなるように紐状
凸部あるいは紐状凹部のパターンを制御することにより、あらゆる方向から入射する光を
観察者方向に集光させることができる反射板が形成できるので、明るい画像が得られる低
価格の反射型液晶表示装置が提供できる。
【００９９】
また、各方位における紐状凸部あるいは凹部の長さ成分が異なるように紐状凸部あるいは
紐状凹部のパターンを制御することにより、特定方向から入射する光を観察者方向に効率
よく集光させることのできる反射板が形成できるので、明るい画像が得られる低価格の反
射型液晶表示装置が提供できる。
【０１００】
また、断面形状の傾斜角分布がほぼ左右対称な紐状凸部および紐状凹部を有する反射板を
内蔵することにより紐状凸部および凹部のパターン形成が容易になるので、明るい画像が
得られる反射型液晶表示装置が低コストで達成できる。
【０１０１】
また、紐状凸部あるいは紐状凹部からなる滑らかな凹凸面を有する樹脂層を黒色顔料等に
より着色するとともに、反射層を着色層のドットサイズに対応するように短冊状にパター
ニングする構造にすることにより高開口率の反射型液晶表示素子が製作できるので、明る
い画像が得られる反射型カラー液晶表示装置が提供できる。
【０１０２】
また、反射板と着色層を同一基板上に形成することにより、他方のガラス基板に精細度の
高い信号電極をガラス基板上に直接形成できるので、電極形成および液晶駆動用ＩＣが搭
載されたＴＣＰの実装、並びに、修正が高歩留まりで行える液晶表示素子が製作できるの
で、高コントラストで明るい画像が得られる低コストの反射型液晶表示装置が提供できる
。
【０１０３】
更に、遮光層に対応する部分の反射層を黒化処理等の手法で遮光機能を付与することによ
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り、非開口部からの不要な反射光が大幅に低減できるので、高コントラストで明るい画像
が得られる反射型液晶表示装置が低コストで達成できる。
【０１０４】
尚、本実施例ではポリマービーズのスペーサ材としているが、柱状スペーサを用いても良
い。
【０１０５】
【発明の効果】
本発明によれば、明るく，低コストの反射型液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】紐状の凸部あるいは紐状の凹部からなる凹凸形成用フォトマスク・パターン及び
拡散反射板を示す図である。
【図２】紐状の凸部あるいは紐状の凹部からなる拡散反射板の断面構造を示す図である。
【図３】実施例１の反射型カラー液晶表示素子の構成を示す模式断面図である。
【図４】本発明の反射型カラー液晶表示装置の構成を示す模式断面図である。
【図５】実施例２の反射型カラー液晶表示素子の構成を示す模式断面図である。
【図６】実施例３の反射型カラー液晶表示素子の構成を示す模式断面図である。
【図７】実施例４の反射型カラー液晶表示素子の構成を示す模式断面図である。
【図８】実施例１の反射型カラー液晶表示素子の製法を示す模式断面図である。
【図９】実施例２の反射型カラー液晶表示素子の製法を示す模式断面図である。
【符号の説明】
１０，２０…ガラス基板、１１…拡散下地膜用転写フィルム、１２…ベースフィルム、１
３…樹脂層、１４…反射層、１５…絶縁層、１６，２６…透明電極、１７，２７…配向制
御膜、１８…ラミネータ、１９…感光性樹脂、２１…遮光層、２２，２３，２４…着色層
、２５…平坦化膜、２８…フォトマスク、２９…紫外線、３０…スペーサ材、３１…液晶
、３２…偏光板、３３，３４…位相板、４０…反射型カラー液晶表示素子、４１…テープ
・キャリア・パッケージ、４２…駆動用外部回路。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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